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故意又は過失，因果関係における定量分析の必要性

－過失に関する「ハンドの定式」の誤解の克服，および，
因果関係におけるベイズの定理の応用を中心に－

加賀山茂
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（教員）何がどう分からないのですか。遠慮

はじめにせずに，わからないところを説明して下さい

ませんか。

法科大学院で講義をしていると,私たち教員は，（学生）…。

｢学生たちがどこで何で行き詰まっているのか｣，しかし，学生たちの沈黙をものともせず，学生

｢学生たちは何が分からないのか｣，それがわからたちに「何が分からないのか」をしつこく問い続

ないという，以下のような経験を日々積み重ねるけていると，少しずつではあるが，学生たちが

ことになる。 「どこで蹟いているのか｣，「なぜわからなくなっ

（教員）予習をしていて，法律学では損害をているのか」がわかるようになってくる。

どのように理解しているか，損害とはどうい 例えば，私は，講義時間ごとに学生に白紙を配

うものかわかりましたか。何か質問はありま布し，（1）それに予習で分からなかったこと，（2）

すか。講義で分かったこと，(3)それでも分からなかっ

（学生）何が問題なのか分からない状態なのたことを書いて提出することを義務づけ，それを

で，質問は控えさせていただきます。回収して質問を整理し，代表的な質問に答え続け




















































































